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第２回 公園づくり検討会 各班での意見等 

区分 主に誰を対象とするか 主に何をするか 主に何を置くか

Ａ班 

・幼児 ・遊具で遊ぶ 

＜入口付近＞ 

・南北の入口にそれぞれ５台ずつ程度の駐輪スペース 

・公園の利用上の注意を書いた看板 

＜中央部＞ 

・幼児用遊具（小山と一体になったすべり台、スプリング遊具、クッション性があって弾む遊具） 

・藤棚と、その下に数人が集まって話せるベンチ 

・休憩コーナーの前に花壇 

・公園の顔になるようなモニュメント 

・高木は避けて中木を植える 

・水道（手洗い用）※水遊び場は衛生管理の面で不安。川口市内の水遊び場がある公園の管理について教えてほしい。 

＜地面＞ 

・カラフルな絵や遊び（ケンケンパなど）が描かれたクッション性のある舗装（砂埃が舞わないように、小さな子どもが安全に遊

べるように） 

＜境界部＞ 

・戸建て住宅地側に透明の防音壁（植栽の絵が描かれている） 

・プランターなどの植栽（幅をとらないもの） 

＜設置場所を検討すべきもの＞ 

・防犯カメラ 

・防犯灯（近隣の住宅への光害に配慮する） 

・幼児の保護者 

・幼児を遊ばせる 

・幼児を見守る 

・おしゃべりする 

・高齢者 

・おしゃべりする 

・待ち合わせする 

・休憩する 

Ｂ班 

・幼児 

・走る 

・遊具で遊ぶ 

・持ち込みのビニールプールなどで水遊び 

＜全体＞ 

・８の字状に遊歩道（クッション性のある舗装/10ｍごとにｍ標記） 

・ベンチ（災害時は避難の途中で休憩できるようにもする） 

・健康遊具 

・ロッキング遊具 

＜北側エリア、南側エリア＞ 

・小山、及び幼児用すべり台。小山には幼児用のトンネルや窓も設ける。 

※隣接する西松建設㈱の社宅内には、すべり台がない（ブランコ、鉄棒、砂場がある） 

※砂場はいらない 

＜中央部＞ 

・水道 

※水遊び場などとしてのフリースペース（何も設置しない） 

＜地面＞ 

・カラフルな絵や遊歩道（幅員 1.5ｍ程度）が描かれたクッション性のある舗装 

＜境界部＞ 

・戸建て住宅地側に花壇（幅員 1.0ｍ程度）や低木（例、つつじ） 

※中木や高木は植えない 

・幼児の保護者 

・幼児を遊ばせる 

・幼児を見守る 

・おしゃべりする 

・高齢者 
・健康づくり（走る、歩く、エクササイズ） 

・休憩する 

Ｃ班 

・幼児 

・水遊び（北側） 

・小山で遊ぶ（南側） 

・イベント（中央部） 

・（幼児）水遊び⇒排水性に優れるゴム系の舗装、小山で遊ぶ⇒小山 

・（高齢者）健康づくり⇒フィットネス舗装（玉石埋込） 

＜中央部＞ 

・イベント⇒西松建設の植樹帯と同じレベルに高くする（ステージ的に利用可能） 

・幼児の見守り⇒パーゴラ、腰掛けられる階段状ベンチ 

・幼児の保護者 
・幼児の見守り 

・イベント（中央部） 

・高齢者 
・健康づくり 

・イベント（中央部） 



第２回 公園づくり検討会 各班での検討図 
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